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タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

子
育
て・

ほ
け
ん
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

那
須
高
校
タ
イ
ム

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

み
ん
な
の
広
場

カ
レ
ン
ダ
ー

無
料
相
談
会・

消
費
の
豆
知
識

タ
ウ
ンinform

ation

　
意
外
と
知
ら
な
い
那
須
町
の
歴
史
。

那
須
町
の
旧
石
器
時
代
〜
近
代
ま
で
の

歴
史
や
文
化
を
展
示
物
と
と
も
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

▼
日
　
時　
３
月
15
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
3
時

▼
場
　
所　
那
須
歴
史
探
訪
館

　
今
年
は
那
須
御
用
邸
が
設
置
さ
れ
て

か
ら
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
明
治
天
皇
の
巡
幸
か
ら
那
須
御
用

邸
の
設
置
、
皇
室
ゆ
か
り
の
品
々
な
ど

を
紹
介
し
、
那
須
町
と
皇
室
の
あ
ゆ
み

を
振
り
返
り
ま
す
。

▼
会
　
期　
3
月
20
日
㈮
〜
6
月
21
日
㈰

▼
入
館
料　
大
人
3
0
0
円
（
中
学
生

　
以
下
無
料
）　

※
特
別
展
料
金
と
な
り
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
展
「
芦
野
と
戦
国
時
代
」

好
評
開
催
中
！

常
設
展
展
示
解
説
の
お
知
ら
せ

特
別
展
「
那
須
御
用
邸

1
0
0
周
年
記
念 

那
須
と
皇
室
の

あ
ゆ
み
」
を
開
催
し
ま
す

▼
日
　
時　
5
月
10
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

▼
定
　
員　
30
人

▼
講
　
師　
髙
根
沢
広
之
氏
（
那
須
塩

　
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

講
座
「
那
須
御
用
邸
と
新
那
須
温
泉
」

▼
日
　
時　
5
月
31
日

　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

▼
場
　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

▼
定
　
員　
30
人

▼
講
　
師　
星
直
人
氏
（
県
立
博
物
館

　
学
芸
部
自
然
課
長
）

栃
木
県
博
物
館
市
町
連
携
事
業

移
動
講
座
「
那
須
御
用
邸
の

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
維
管
束
植
物
」

那須歴史探訪館
■申込み・問合せ
　那須歴史探訪館☎７４-７００７

　
芦
野
地
区
の
戦
国
時
代
の
様
相
を
史

料
や
軍
記
物
、
系
図
な
ど
か
ら
確
認
し

ま
す
。
芦
野
氏
や
寄
居
地
区
の
原
の
七

人
に
つ
い
て
も
考
察
し
ま
す
。

▼
会
　
期　
３
月
15
日
㈰
ま
で

▼
入
館
料　
大
人
２
０
０
円
（
中
学
生

　
以
下
無
料
）

　
今
回
は
、
黒
田
原
茶
臼
開
拓
と

黒
田
原
中
学
校
の
「
完
成
記
念
」

碑
を
紹
介
し
ま
す
。

　
黒
田
原
茶
臼
開
拓
は
、
昭
和
20

年
に
御
料
林
で
あ
っ
た
黒
田
原
の

本
西
田
地
区
に
旧
職
業
軍
人
５
名

と
学
生
５
名
が
入
植
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
開
拓
に
関
わ
っ
た
人
物
に

湯
津
上
村
出
身
（
現
大
田
原
市
）

の
高
瀬
兼
介
・
七
郎
兄
弟
が
い
ま

す
。
高
瀬
兼
介
は
当
時
、
國
學
院

大
學
の
教
授
で
、
こ
の
開
拓
で
学

生
達
を
入
植
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た

七
郎
は
陸
士
48
期
・
陸
大
55
期
の

職
業
軍
人
で
、
終
戦
時
は
参
謀
本

部
作
戦
課
の
少
佐
で
し
た
。
七
郎

や
参
謀
本
部
作
戦
課
長
で
あ
っ
た

天
野
正
一
少
将
が
こ
の
開
拓
に
加

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
陸
士
時

代
の
同
期
で
あ
っ
た
三
笠
宮
祟
仁

親
王
さ
ま
は
、
昭
和
23
年
に
茶
臼

開
拓
地
を
訪
れ
、
そ
の
時
の
写
真

が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
殿
下

は
昭
和
46
年
に
七
郎
の
尽
力
で
開

か
れ
た
旧
金
丸
原
演
習
場
で
の
陸

士
O
B
の
集
い
に
も
参
加
す
る
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。

　
茶
臼
開
拓
は
、
七
郎
に
よ
り
命

名
さ
れ
ま
し
た
。
開
拓
資
材
は
七

郎
が
占
領
軍
な
ど
に
交
渉
を
行

い
、
伐
根
機
や
戦
車
（
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
と
し
て
改
良
）、
測
量
や
毛

布
な
ど
を
か
き
集
め
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
開
墾
作
業
は
ト
ラ
ク
タ
ー

を
運
転
し
抜
根
を
行
う
抜
根
班
・

ノ
コ
ギ
リ
や
斧
な
ど
を
使
い
根
を

切
り
土
を
掘
り
起
こ
し
、
バ
ン
ノ

ウ
を
使
い
根
と
土
を
分
離
す
る
開

墾
班
・
食
事
や
洗
濯
、
物
資
調
達

を
行
う
炊
事
班
の
３
班
編
成
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
苦
労
と
物

資
不
足
も
あ
り
、
掘
り
出
し
た

根
っ
こ
は
乾
燥
さ
せ
燃
料
に
し
た

り
、
開
墾
も
火
山
灰
の
土
壌
に
苦
し

め
ら
れ
、
大
豆
や
芋
、
稗
、
粟
な
ど

し
か
収
穫
で
き
な
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。
ま
た
住
宅
も
長
屋
式
の
家
屋
で

共
同
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
23
年
に
は
一
戸
建
て
住
宅
が
完

成
す
る
な
ど
徐
々
に
生
活
環
境
は
改

善
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん

ど
の
開
拓
民
が
離
農
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
那
須
中
央
中
学
校
の
敷
地
内
に
、

昭
和
28
年
に
旧
黒
田
原
中
学
校
の
完

成
を
祝
い
建
立
さ
れ
た
「
完
成
記
念
」

碑
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
茶
臼

開
拓
の
メ
ン
バ
ー
の
名
前
も
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
数
少
な
い
、
茶
臼
開
拓

を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
大
切
な
石

碑
で
す
。

那
須
町
の

地
域
文
化
遺
産
vol.11

那須の歴史

再発見

▼
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪
館

　
☎
74
‐
7
0
0
7

「完成記念」碑

三笠宮崇仁さまと入植者（『大地に生きる茶臼』より転載）


